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Develop皿 ent 　of 　an 　 O韮 Recovery　Device　for　Ice
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　 D ．Wako

，
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　 　 　 　 　 　 　 　 and 　N ，Otsuka

　　　　　　　　　平成22年 6H
第 20回国際海洋及 び 極地 工 学会議 （ISOPE2010 ）講 演 集

　 本 論文 で は、当所 に おい て 研究開発 を実施 して い る氷 海

域 に 流 出 した 油 の 機械的回収 を 目的 と し た 装置NMRI −OR
DICE の 開 発 研 究 に つ い て 報告す る。本装置 は 気泡起因流

を利用す る もの で あ り、氷海 水 槽 に お け る各 種 実 験 を 中心

に 開発 を行 っ て い る。本 論 文 で は、先 ず こ れ らの 実 験 結 果

に つ い て 概括 した 後、本装置の 実機を想定 し て、他 の 回 収

コ ン セ プ トとの 比 較、気 泡発生 に必 要な空気流量、オ ホ
ー

ツ ク海の 海 氷 データ と比 較 して の 稼働性
・
高粘性油への 対

応 に つ い て の 評 価 を行 う。

図　 油 回 収 実 験 の 様 子

　　　海上輸送シ ミ ュ レーシ ョ ン に よる

　　　　　　工 場間物流の外乱評価

松倉洋史、Michelle　C ．　Buen−Tumilba 、大和裕幸

　　　　　　　　平成22年6月
　　　　 日本船舶海洋工 学会論文集第 11号

　海 上 輸 送 は、気 象 ・海 象、機 器 故障、納 品遅れ 等 の 外乱

の 影響を受け て 遅延 しやす い 、そ こ で 本 論 文 で は 工 場 間輸

送を対象に 、海 上輸送シ ミ ュ レ
ー

タ を 用 い て 、外 乱 に よる

遅延 が発 生 し て も高 い 効率 と頑健性を もつ 輸送計画 を 作

成 す る方 法 を 提 案 した。ま た、それ を 実装 し た計画作成 シ

ス テ ム を開 発 し、日本 と東南ア ジ ア の 2国間 に ま た が り製

造 を行 っ て い る 造 船 企 業 を取 り上 げ て 輸 送 計 画 の 作成 事

例 を 示 す と共 に、輸送シ ス テ ム の 改 善 策 の 評 価 を行 っ た。
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　 図 最適 リードタ イ ム の 設 定

　流体一構 造連成解析に よ る潮流発電用 弾性

　　 タ
ービ ン の設計に 関する基礎的研究

村 山英 晶、鵜沢潔、川 村隆文、和田博紀、

　　　　　　 南佳成、影山和郎

　　　　　　　 平成22年3月

第1回 日本 複 合 材 料 合 同 会議　JCOM −391JSCM2010

　潮流 発電 用 弾性 タ
ー

ビ ン で は、流 休 力 に よる受動 的 な弾

性 変 形 に よ り ブ レ ー
ドの ピ ッ チ 角 を変化 させ 出 力 の 制 御

を行 う。現 在ま で に 潮流 発 電 に 複合材料 の 弾性 変形 を利 用

で き る こ と、ブ レ ードの 弾 性 変 形 に よ るパ ッ シ ブ ピ ッ チ コ

ン トロ
ー

ル が 可 能で あ る こ とが模 型 実 験、流 体 一構 造 連 成

計算 の 両方 で 示 され て い る。し か し、先行 研 究 で は実 験 と

シ ミ ュ レ ーシ ョ ン の 整 合性 が な く、ブ レ ー
ドの 弾性変形 が

検 証 可 能 で は な か っ た。こ の 課 題 を踏 まえ て 、本 論文 で は

潮流発電 ブ レ
ー

ドの 弾性変形 を 高精度 で 検証 可 能 な シ ミ

ュレ ー
シ ョ ン 方法及び 検証実験 の 方法に つ い て 報 告す る。

　 　 　 　 　 ／．ラ
　 　 　 　 　 　 　 −e−じヨiこu トatjeほ

　　　　　1墾 ＿ ノ1
　 　 　 　 　 　 。　 　 　 誇 ．
　 　 　 　 　 　 9　 　 　 　 32 　 　 　 0 倖　 　 　 off 　 　 　 o 呂　 　 　 　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．iR

　　　 図 　 シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン と実

1
験結 果 の 比 較

可潜船舶の 縦運動中の 流体力につ い て

　 上 野 道雄、塚 田 吉 昭 、沢 田博史

　　　　　　平成22年5月

Conference　proceedings　of 　Oceans　2010

　荒 天 時 に 翼 の 下 向き 揚力 に よ っ て 浅深 度潜 航 す る こ と

に よ っ て 安 全 で 快適な航行をお こ な う ・／潜船 が 提 案 され

基 礎 的 な研 究 が 進 め られ て い る。本研究で は こ れ まで の 研

究 に 用 い られ た コ ン テ ナ 船 を 母 船 型 と した 主 翼 と尾 翼 を

持っ 百膳 船舶の プ ロ トタ イ プ の 形 状 を提 案 した。船 体 断 面

と ブ ロ フ ァ イル はLewis　fQrmと誤差関数を変形 した S字状

の 関数 で 表 現 され る もの と した。そ の 上 で 、こ の プ ロ トタ

イ プ の 模型 を製作 し、曳 航 速 度 と没 水 深 度、主 翼角度、尾

翼角 度、迎 角（上 下 速度）、縦 旋 回角速度 を 変化 させ て 前 後

と上 下 の カ、縦揺 れ モ ー
メ ン トを 計 測す る 水槽実験 を 実施

した．本研 究で は こ の 水槽 実 験 で 得 られ た 流体力 特性 と推

定結果 にっ い て 報告 した。

図　流体力計測模型

（218 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


